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染川幸裕：講演 子供から大人までの中耳炎．札幌市医師会家庭医学講座，平成 25年 9月

28日，札幌 

 

白崎英明：講演 もっと知っておこう，耳と鼻の病気．鼻アレルギー症状がおこるしくみは？ 

札幌医科大学医学研究科主催 先端医学公開講座，平成 25年 1月 12日，札幌 

 

白崎英明：基調講演 抗ロイコトリエン療法の新展開．札幌鼻科フォーラム，平成 25年 3月

30日，札幌 

 

白崎英明：教育セミナー Pro/Con アレルギー性鼻炎の治療 LTRA か点鼻ステロイド

か？ LTRAの利点．第 25回日本アレルギー学会春季臨床大会，平成 25年 5月 11日，横

浜 

 

白崎英明：過去 19年間における札幌地方のシラカバ花粉飛散状況と口腔アレルギー症候群．

平成 25年度札幌医科大学医学部同窓会，平成 25年 7月 13日，札幌 

 

白崎英明：基調講演 前年度の気象情報から翌年のシラカバ花粉飛散数は予測可能か？ 

第 11回札幌耳鼻咽喉科疾患研究会，平成 25年 9月 7日，札幌 

 



白崎英明：第 3 のロイコトリエン受容体の鼻アレルギーにおける役割について．杜の都 

Allergic Rhinitis Seminar 2013，平成 25年 10月 27日，仙台 

 

白崎英明：好酸球性炎症におけるロイコトリエン CysLT2 受容体と LTE 受容体の役割．

アスピリン喘息・難治性喘息研究会 2013，平成 25年 11月 30日，東京 

 

平尾元康：上気道感染症のピットフォール．臨床呼吸器疾患ABC 第 1回「A ～Astma～」，

平成 25年 5月 11日，札幌 

 

小西正訓：摂食・嚥下障碍のケア 基本の“き”. 市立千歳市民病院 NST勉強会, 平成 25年

2月 26日, 千歳 

 

小西正訓：患者さんの嚥下をみるために知っておきたいこと．札幌南一条病院研修会，平

成 25年 7月 11日，札幌 

 

小西正訓：神経内科疾患に伴う嚥下障碍. 第 2回北海道神経難病リハビリテーション研究会

講演会, 平成 25年 10月 28日, 札幌 

 

才川悦子：補聴器の種類と機能，フィッティングのための調整手段，補聴効果の診断 平

成 24年度．日本耳鼻咽喉科学会補聴器講習会，平成 25年 1月 20日，札幌 

 

才川悦子：聴覚障害の基礎知識 平成 25年度． 要約筆記養成講座，平成 25年 6月 18日， 

札幌 

 

才川悦子：補聴器の種類と機能，フィッティングのための調整手段，補聴効果の診断 平

成 25年度．日本耳鼻咽喉科学会補聴器講習会，平成 25年 12月 8日，札幌 

 

近藤敦：「Human papilloma virusと咽頭がん」．第 22回北海道性感染症研究会，平成 25

年 7月 13日，札幌 

 

今野信宏：最近の頭頸部癌症例について．第 1 回函館病院耳鼻科医会，平成 25 年 5 月 22

日，函館 

 

今野信宏：アレルギー性鼻炎のトピックス．北耳会道南地区研修会，平成 25年 10月 19日，

函館 

 



小笠原徳子：当科における人工内耳埋め込み術の検討．第 26回日本耳鼻咽喉科学会北海道

ブロック講演会，平成 25年 7月 14日，札幌 

 

≪学会発表≫ 

 第 23回日本頭頸部外科学会総会（平成 25年 1月 24－25日，鹿児島） 

今井良吉：KKR札幌医療センター耳鼻咽喉科における甲状腺腫瘍の臨床的検討． 

 

 第 4回千歳臨床医学研究会（平成 25年 1月 26日，千歳） 

渡邉一正：当院における小児急性中耳炎例の細菌学的検討． 

 

第 31回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー学会 （平成 25年 2月 7－9日，倉敷） 

白崎英明，才川悦子，菊池めぐみ，氷見徹夫：血管内皮細胞に発現する CysLT2受容体の

発現調節．  

 

小幡和史，小島 隆，野村一顕，黒瀬 誠，澤田典均，氷見徹夫：頭頸部扁平上皮癌にお

ける S100A7(psoriasin)の発現変化． 

 

野村一顕，小島 隆，小幡和史，計良 宗，宮田 遼，澤田典均，氷見徹夫：エラスター

ゼによるヒト鼻粘膜上皮バリアへの影響． 

 

 第 28回日本静脈経腸栄養学会（平成 25年 2月 21－22日, 金沢） 

小西正訓：脳梗塞・脳内出血以外の嚥下障碍例に行ける PEG適応． 

 

今野信宏：頭頸部癌治療における栄養管理 放射線化学療法後サルベージ手術症例におけ

る アバンド TMの有用性． 

 

第 36回 日本嚥下医学会総会ならびに学術講演会（平成 25年 3月 1－2日, 京都） 

小西正訓：脳卒中後の経管離脱・普通食移行状況の追跡調査． 

 

 第 39回北海道頭頸部腫瘍研究会（平成 25年 3月 2日，札幌） 

今野信宏，山本圭佑，古明地孝宏，対馬州一，大川聡史，石川耕資，小泉純一，矢島諒人， 

山崎徳和，原口浩一，坪田大：側頭骨亜全摘術後に発症した内頸動脈海面静脈洞瘻の１例． 

 

第 6回日本静脈経腸栄養学会北海道支部例会（平成 25年 3月 9日, 札幌） 

小西正訓：脳梗塞・脳内出血以外の嚥下障碍例に行ける PEG適応． 

 



今野信宏，山本圭佑，古明地孝宏，対馬州一，大川聡史，石川耕資，小泉純一，矢島諒人， 

山崎徳和，原口浩一，坪田大：側頭骨亜全摘術後に発症した内頸動脈海面静脈洞瘻の１例． 

 

 第 207回日本耳鼻咽喉科学会北海道地方部会学術講演会（平成 25 年 3月 17 日，札幌） 

若島純一：鼓膜換気チューブ挿入を行った小児中耳炎例の検討． 

 

渡邉一正：ムコイド型肺炎球菌を検出した小児急性中耳炎例の検討． 

 

小西正訓：国内における嚥下関連手術の実施状況． 

 

小西正訓：道内における嚥下関連手術の需給． 

 

山本圭佑，今野信宏，坪田 大：WDT-UMP の一例． 

 

角木拓也，大國 毅，郷 充，近藤 敦，黒瀬 誠, 小笠原徳子，小幡和史，氷見徹夫 : 当

科で治療した副耳下腺腫瘍の検討． 

 

 第 12回日胆頭頸部外科臨床検討会（平成 25年 4月 20日，苫小牧） 

若島純一：鼓膜換気チューブ挿入を行った小児中耳炎例の検討． 

 

第 27回日本リハビリテーション医学会北海道地方会（平成 25年 4月 20日, 札幌） 

小西正訓：北海道内における嚥下機能手術の需給状況． 

 

 第 32回気道分泌研究会（平成 25年 4月 27日，盛岡） 

白崎英明，才川悦子，菊池めぐみ，関 伸彦，氷見徹夫：LTE4によるヒト気道上皮細胞か

らのムチン分泌．  

 

第 114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（平成 25年 5月 15－18日，札幌） 

染川幸裕，正木智之，長島 勉，浅野勝士，氷見徹夫：後天性中耳真珠腫手術症例の検討． 

 

小笠原徳子，関 伸彦，阿部亜由美，四ツ柳高敏，氷見徹夫：当科における小耳症・外耳

道閉鎖症の検討． 

 

長島 勉, 染川幸裕, 正木智之, 浅野勝士, 氷見徹夫 : 先天性真珠腫手術症例の検討． 

 

小幡和史，小島 隆，正木智之，野村一顕，平川賢史，横田伸一，澤田典均，氷見徹夫：



クルクミンはヒト鼻粘膜上皮細胞において RSウイルスの複製とその細胞反応を防ぐ． 

 

野村一顕，小島 隆，小幡和史，計良 宗，宮田 遼，澤田典均，氷見徹夫：頭頸部扁平

上皮癌における S100A7(psoriasin)の発現変化． 

 

森山亜由美 ，関 伸彦 ，小笠原徳子 ，四ツ柳高敏 ，氷見徹夫：先天性小耳症例における電

気味覚検査． 

 

第 25回帯広耳鼻咽喉科医会学術講演会（平成 25年 6月 1日，帯広） 

松宮 弘，小柴 茂，吉岡 巌：乳児巨大リンパ管腫症の 1例． 

 

 第 102回日本病理学会総会（平成 25年 6月 6－8日，札幌） 

山下恵司，松宮 弘，三橋由佳梨，関 伸彦，佐藤昇志，氷見徹夫，一宮慎吾：濾胞ヘルパ

ーT細胞を調節する POU2AF1の機能的意義． 

 

第 37回日本頭頸部癌学会（平成 25年 6月 13－14日，東京） 

今井良吉：KKR札幌医療センターにおける唾液腺症例の検討． 

 

近藤敦，黒瀬誠，氷見徹夫：当科における下咽頭癌の臨床的検討． 

 

今野信宏，山本圭佑，坪田大：カテーテル感染に続発した血栓性静脈炎による発熱と鑑別

を要した薬剤熱の１例． 

 

小幡和史，近藤 敦，黒瀬 誠，氷見徹夫：当科における原発不明転移性頸部癌について

の検討． 

 

 第 65回日本生物細胞学会（平成 25年 6月 19－21日，名古屋） 

野村一顕，小島 隆，小幡和史，計良 宗，宮田 遼，澤田典均，氷見徹夫：エラスター

ゼによるヒト鼻粘膜上皮バリアへの影響． 

 

 第 8回日本小児耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会（平成 25年 6月 20－21日，前橋） 

小笠原徳子，才川悦子，阿部亜由美，海崎文，高野賢一，吉野真代，新谷朋子，四ツ柳高

敏，氷見徹夫：当科における先天性小耳症・先天性外耳道閉鎖症例の検討． 

 

森山亜由美，関 伸彦，小笠原徳子，四ツ柳高敏，氷見徹夫：当院における先天性小耳症

例の検討． 



 

 第 25回日本頭蓋底外科学会（平成 25年 6月 26－27日，名古屋） 

今野信宏，山本圭佑，坪田大：側頭骨亜全摘術後に発症した内頸動脈海面静脈洞瘻の１例． 

 

第 25回日本嚥下障害臨床研究会（平成 25年 7月 6－7日, 湯布院） 

小西正訓, 坪田大, 黒瀬誠：多発脳幹梗塞に伴う嚥下障碍に対し嚥下改善術を行なった一例． 

  

 第 34回日本炎症・再生学会（平成 25年 7月 2－3日，京都） 

野村一顕，小島 隆，小幡和史，計良 宗，宮田 遼，澤田典均，氷見徹夫：エラスター

ゼによるヒト鼻粘膜上皮バリアへの影響． 

 

 第 75回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会（平成 25年 7月 11－12日，神戸） 

染川幸裕，正木智之，長島 勉，浅野勝士，氷見徹夫：後天性中耳真珠腫手術症例の検討． 

 

百島尚樹：舌対称性脂肪腫症の 1例． 

 

山本圭佑，今野信宏，坪田 大：WDT-UMP の一例． 

 

角木拓也，大國 毅，郷 充，近藤 敦，黒瀬 誠, 小笠原徳子，小幡和史，氷見徹夫 : 当

科で治療した副耳下腺腫瘍の検討． 

 

垣内晃人,大國毅,小泉純一,山崎徳和,黒瀬誠,才川悦子,小笠原徳子,角木拓也,氷見徹夫：石灰

沈着性頸長筋腱炎の 2例． 

 

 第 26 回日本口腔・咽頭科学会総会ならびに学術集会（平成 25 年 9 月 12－13 日，名古

屋） 

小林一豊，今井良吉：扁桃周囲膿瘍の治療． 

 

白崎英明，関 伸彦，氷見徹夫：豆乳による重症口腔アレルギー症候群の１例 シラカン

バ花粉症との関連性について． 

 

関 伸彦，山﨑徳和，高野賢一，阿部亜由美，氷見徹夫：確定診断に時間を要した IgG4 関

連リンパ節症の 1 例． 

 

實川純人，近藤 敦，関 伸彦，阿部亜由美，白崎英明，氷見徹夫：G-CSF 産生下咽頭癌

の 1例． 



 

矢島諒人，高野賢一，関 伸彦，阿部亜由美，氷見徹夫：ミクリッツ病に関連する眼窩下

神経腫脹例の検討． 

 

 第 45回日本臨床分子形態学会（平成 25年 9月 13－14日，福岡） 

野村一顕，小島 隆，小幡和史，計良 宗，宮田 遼，澤田典均，氷見徹夫：エラスター

ゼによるヒト鼻粘膜上皮バリアへの影響． 

 

 第 108回北海道癌談話会例会（平成 25年 9月 21日，旭川） 

角木拓也, 黒瀬 誠, 野村一顕, 小幡和史, 宮田 遼, 高野賢一, 澤田典均, 小島 隆 : 頭

頚部扁平上皮癌におけるタイト結合分子 JAM-Aの発現． 

 

第 19回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会（平成 25年 9月 22－23日, 倉敷） 

小西正訓：脳卒中後の経管離脱・普通食移行状況～52週間の追跡調査～． 

 

菊地貴子, 木村真由美, 松澤優, 小西正訓：摂食機能療法に関する看護師の意識調査． 

 

菊地貴子, 高井晴子, 小西正訓：院内でのとろみ統一に向けた取り組み． 

 

 第 52回日本鼻科学会総会・学術講演会（平成 25年 9月 26－28日，福井） 

白崎英明，才川悦子，関 伸彦，氷見徹夫：LTE4によるヒト気道上皮細胞からの分泌型ム

チンの放出． 

 

大國 毅，高野賢一，関 伸彦，小笠原徳子，氷見徹夫：当科における孤立性蝶形骨洞病

変症例の検討． 

 

野村一顕，小島 隆，小幡和史，計良 宗，宮田 遼，澤田典均，氷見徹夫：エラスター

ゼによるヒト鼻粘膜上皮バリアへの影響． 

  

 第 93回北海道医学大会病理分科会・第 46回北海道病理談話会（平成 25年 10月 12日，

札幌） 

 長屋朋典，山下恵司，三橋由佳梨，長島 勉，熊谷綾子，一宮慎吾，氷見徹夫：濾胞 B

ヘルパーT細胞の分化機構と免疫病態との関連． 

 

 第 62回共済医学会（平成 25年 10月 23-24日，熊本） 

百島尚樹，永井洋輔，浅野勝士，大久保哲之：乳糜胸を伴った特発性頸部リンパ漏の 1例． 



 

 第 58回日本聴覚医学会総会・学術講演会（平成 25年 10月 24－25日，松本） 

才川悦子，新谷朋子，海崎文，吉野真代，今野綾美，北川可恵，氷見徹夫：低出生体重児

の聴力と言語発達の経過． 

 

北川可恵，光澤博昭，新谷朋子，海崎文，才川悦子，氷見徹夫：広汎性発達障害と精神発

達遅滞を伴う人工内耳装用児 1例のコミュニケーション発達． 

 

 第 19回北日本頭頸部癌治療研究会（平成 25年 10月 26日，札幌） 

小幡和史，近藤 敦，黒瀬 誠，氷見徹夫：当科における原発不明頸部リンパ節転移癌に

ついての検討． 

 

 第 208回日本耳鼻咽喉科学会北海道地方部会学術講演会（平成 25年 10月 27日，札幌） 

渡邉一正；眼窩に進展した小児急性副鼻腔炎例． 

 

山本圭佑，今野信宏，坪田 大：外耳道限局血管性病変の 3 例． 

 

角木拓也, 大國 毅, 小笠原徳子, 郷 充, 才川悦子, 黒瀬 誠, 小幡和史, 垣内晃人, 氷見

徹夫 : 前頚胸部皮下出血で発症した副甲状腺腺腫の 1例． 

 

垣内晃人,黒瀬 誠,才川悦子,大國 毅,小笠原徳子,野村一顕,角木拓也,高野賢一,近藤 敦,氷見徹

夫:頭頸部扁平上皮癌再発・遠隔転移例に対するセツキシマブ併用療法の検討． 

 

 第 23回日本耳科学会総会・学術講演会（平成 25年 11月 24－26日，宮崎） 

染川幸裕，長島 勉，矢島諒人，正木智之，浅野勝士，氷見徹夫：後天性中耳真珠腫手術に

おける段階手術症例の検討． 

 

高野賢一，實川純人，小笠原徳子，氷見徹夫：当科における耳小骨奇形手術例の検討． 

 

小笠原徳子，才川悦子，高野賢一，新谷朋子，氷見徹夫：当科における人工内耳埋め込み

術の術後合併症に関する検討． 

 

 第 63回日本アレルギー学会秋季学術大会（平成 25年 11月 28－30日，東京） 

阿部亜由美，関 伸彦，高野賢一，山本元久，高橋裕樹，氷見徹夫：IgG4 関連ミクリッツ

病における小唾液腺生検の検討． 

 



矢島諒人，高野賢一，関 伸彦，阿部亜由美，山本元久，高橋裕樹，氷見徹夫：ミクリッ

ツ病に関連する眼窩下神経腫脹例の検討． 

 

 第 42回日本免疫学会学術集会（平成 25年 12月 11－13日，千葉） 

Nagaya T，Kamekura R，Yamashita K，Mitsuhashi Y， Nagashima T，Kumagai A，

Himi T，Ichimiya S：Alox5-related lipid mediators foster follicular B helper T cells: a 

possible role of leukotriene antagonists on immune disorders． 

 

Yamashita K，Mitsuhashi Y，Nagaya T, Kamekura R，Nobuhiko S，Kumagai R，Himi 

T，Ichimiya S：Functional significance of POU2AF1 in the regulation of follicular helper 

T cells． 

 

≪その他≫ 

氷見徹夫：札幌医科大学で最も注力・注目している研究分野について accENT express

       

氷見徹夫：「こんなに増えているアレルギー性鼻炎・花粉症」 医の力 エフエム北海道

(AIR-G’) 

 

白崎英明：アレルギー性鼻炎治療の進歩 特集に寄せて．アレルギーの臨床 33(11)；

1094-1095 

 


